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丼_L工戯先生は、癌や生活習慣病を 1活性殴素」やエネルギー

代謝の観点と、it球や生命0歴史という大きな視野で研究され

ている国際0,研究者です。現在、多くのた県師会主催の公開講

座で議員され大好評を博しています。ビひ貨

`1会

でも11
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筆者が大学を卒業した10フ0年当時Iま
・生ワクチン

・

による事故が多発しており、安全なワクチンの開発が

急務であった。しかし、遺伝子工学技術の飛躍的進歩

|こ より抗原蛋白を大量生産する事が可能となり、
・安

全なワクチン・ の開発基盤が整ったことからワクチン

|こ対する筆者の興味も薄らいでいつた。今回、バン

デミック騒動で半世紀ぶりtこワクチン問題と再会した

が、それらは旧来型とは異なる
・遺伝子ワクチン

・ が

王役であつた。遺伝子ワクチンは、911の NY同時多発
テロやオウム真理教の

・
炭疸菌テロ事件

・
1こ危機感を

持った米国防省ベンタゴンが軍事物資として開発を始

めたモノである。ワクチン開発は病原体の研究と表哀

一体であり、米国のフアウチ博士らが「ウイルスの感

染力増強法」などで特許研究していた。しかし、「こん

な危険な研究を米国内で行うべきではない」とされ、

オバマ政権時代に研究プロジェクトが中国の武漢研究

所へ移誉されたが、その後も米国から多額の研究費が

武漢研究F`へ提供され続けていた。その様な歴史的事

実を知らない日本の専門家達が
・mRNAワ クチンはノー

ベル賞級の研究成果
・ と賞責し、開発者のカタリン・

カリ]博士に2022年度の日本国際賞が授与された。
2020年の夏 |こ安倍前首相が最初に購入したアス ト
ラゼネカ社製ウイルスベクター型ワクチンが

‐
遺伝子

組み換えDNA薬
・ である事に気付いた筆者は、

・バン

デミックの ドサクサ |こ紛れて累急承認された遺伝子ワ

クチンの全体像
・ を注目してきた。実は、19年前の

SARSの際 Iこ「変異の激しtヽ RNAウイルスでは・流体
依存性感染増強 (ADEソ と呼ばれる免疵反応で感染

爆発やサイ |ヽカインストームが誘起される事」が判明

し、RNAウイルス|こ対するワクチン開発が凍結されて
いた。しかし、今回はメディアと専,i家が煽つた恐怖

成により封印されていたバントラの箱が開いて
・ワク

チンビステリー・ を暴走させてしまった。

新型コロナの感染はインフルエンザと同様 |こ
・肺

炎・ を誘発すると誤解されているが、その実態はスパ

イクによる血管障害とI[|[栓症であり、重症化すると肺

の血流障害で血中酸美濃度が低下する。血管は全ての

組織に分布している為、これが障害されると様々な症

状が現れる。驚くべき事 |こ、mRNAワ クチンで産生さ
れるスバイク自体も同様0血栓症や組織障害を誘起す
る事が論文で明らかにされた。表面をポリエテレング

リ]―リレ(P[G)で覆われたワクチン粒子は、体内を

長期間循環しながら異物を処理する肝臓や膊臓のみな

らず、骨髄、副腎、,p巣、精巣、心、前、脳など|こも

高濃度に蓄積される。そこで産生されたスパイクが細

胞表面に露出すると、異物として認識されて自己免疫

疾患を発症する。血中|こ流入したスパイクはAC12受
容体を介して血管障害と血栓症を誘発する。ワクチン

接種後の重篤副反応の・心筋炎
・
Iきその代表であり、

同様の病態が肺、脳、副腎、卵業などの全身組織で起

る。この為、これまで1こ医師が経験した事のない多種

多様な後違症状が生じる。スパイクによる循環系の障

害はmRNAワ クチンを種2日後がビークとなり、この
時

''月

に早期死者数もピークとなつている (厚労省)。

最近、mRNAワクチンの扇14用 に関する衝撃的事実
が明らかにされた。ファイザー社には「mRNAワクチ
ン副■用に関する55.000ページの内部資料」が存在

し、その開示請求訴訟でFDAが敗訴して資料が公開さ
れた。巨大製薬企業と米国のFDAが

'6年
間も隠蔽

しようとした資料
・ には「2021年 4月 の時点で1.291

種もの深刻な副作用 (総数i.135.000件 )と多数の死
亡例」力ヽ 長告されており、半世紀におよふ筆者の研究

人生でも診た事も聴いた事も無い無数の病態と死著数

が記載されている。米国の「子供の健康保護の会」の

会長兼法律顧「olのメアリー・ホーランド氏は、「これ

は爆裂弾であり、彼らわウ5年間も隠蔽しようとした

理由が明白である」と述べている。

米国では昨年にmRNAワ クチンを姜種した運動選手
で769人以上が試合中 |こ倒れて第 一線から脱落し、

500人以上が心臓死している (平均年齢23歳 )。 これ

は世界中でも同様であり、多数の同僚が次々と脱落し

たり死んでいく様相を目の当たりにしたテニスプレイ

ヤーのショ]ビッチ選手は接種を拒否してウインブル
ドンの優勝戦を放棄した。日本でもワクチン,種後に
多くの運動選手が脱落しており、巨人の中田翔、同本

和真、今村信貴、坂本勇人選手らもマウンドに立てな

くなつている。昨年、職域接邸 日後の練習中 |こ呼吸

困難で倒れた中日の木下雄介投手は8月 3日 |こ死亡し

た (享年27晟)が、朝日新閲やNHKを はじめ、全て
のメディアは

・接種の

'実
を状せて投手の死亡・ を報

道した。政府が国会で平然と虚偽答弁を続り返す時代

にマスコミが事実を報道しなければ、国民は

'ワ

クチ

ンについて考えて判断する機会」を奪われてしまう。

公開されたファイザー社の資料でも心筋炎や血栓症

による副4用死がてんこ盛りであり、流石の厚労省
もこれは隠蔽不能と判断して・深刻な副反応・ と認

めた。この危険な遺伝子ワクチンを6億 6千万回分も

購入契約した日本政府は、企業との契約でオミクロン

秩にも無効な・期限切れワクチンのこL庫処分
・ に奔走

している。政府やテレビ報道を盲信する日本人の8割

以上が既 |こ接桓済みであり、昨年度は27.000件の重

篤な副イ乍用と1.500名 以上の死者を出し、超過死亡数

は6万人を超えている (厚労省)。 これほど深刻で医

療倫理の根底を覆す史上最悪の国家犯罪により政府や

厚労省の信頼は完全に失われるであろう。関係者は

二■―ルンベルグ裁判で厳しく裁かれなければならな

い。現在、「ワクチン後遺症の予防治療法」を確立す

る当が緊急課題であり、その為の国際|,連携が必要で

ある。情報鎖日状態の日本でも「全国有志医師の会」

が結成され、未知のワクチン後退症に関するズーム勉

強会を毎週開催し、ワクチン後違症難民の医療支援体

制を準

`箔

しつつある。ポピュリズムと空気に支配され

て・未必の故意
・
を続ける無責任な日本政府と医療間

係者の罪は限りなく重い。
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